
　営業時間終了後、当組合敷島支店のATMコーナーから、「金融機関は？」や「口座番
号は？」などという話声が聞こえてきて、店内にいた職員が、モニター越しに状況を確認
すると、携帯電話で話しながらＡＴＭを操作している高齢の女性が映っていました。電話
詐欺被害を疑った敷島支店の仲山斉専門幹と山田顕治副調査役は連携し、躊躇する
ことなく携帯電話で話中の女性に声をかけると、切羽詰まった様子で「振り込みをするよ
う電話で言われているがどうしたらいいのかわからない」とのことでした。電話詐欺かも
しれないから警察を呼ぶので、電話をつないだまま振り込みを待つように説得し、警察に
通報しました。相手からの電話は切れてしまいましたが、女性に確認すると、携帯電話に
支払い遅延の督促メールがあり、支払いをしていないと思い込み、添付してあった電話
番号に連絡したところ、午後5時までに499,000円を振り込むように指示され、ATMまで
来たとのことでした。到着した警察官からも事情を聞かれましたが、まぎれもなく振り込め
詐欺で、ご本人も納得されました。ご自分が詐欺にあうとは思いもよらなかったと話してい
ましたが、振込詐欺事件はあとを絶ちません。寸前で詐欺被害を防止した仲山専門幹、
山田副調査役は、お客様が詐欺被害にあ
わずによかった。今後も職員みんなで注意
して、詐欺被害が発生しないよう取り組ん
でいかなければいけないと語っています。
　今回の電話詐欺を未然防止したことに
ついて、甲斐警察署長から仲山専門幹、山
田副調査役及び敷島支店に感謝状が贈
呈され、併せて「未然防止店」の垂れ幕が
贈呈されました。

ダマされないで
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地域とけんみん信組をつなぐ情報誌

山梨県民信用組合は、地域の皆様を応援してまいります。

２０２２ 新年号

当組合は、持続可能な
開発目標（SDGs）を
支援しています。

韮崎支店、御勅使支店で、地元警察署の協
力のもと、振り込め詐欺や強盗犯の対応訓
練が行われました。詐欺被害者や強盗犯に
扮し、迫真の演技をする警察官に職員が冷
静に対応するもので、振り込みを思い留ませ
る会話や強盗犯に対する警察への通報、証
拠の保全、犯人の特徴の伝え方等を訓練し
ました。

本誌の
バックナンバーが
ご覧になれます

ご意見・ご感想を
お聞かせください

　
個
人
の
お
客
様
の
口
座
の
残
高
、入
出
金
明
細
情

報
を
ス
マ
ホ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、個
人
向

け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス（
無

料
）を
ご
契
約
の
う
え
、口
座
管
理
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
つ
い
て
は
、営
業
店

ま
た
は
営
業
担
当
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
山
梨
県
民
信
用
組
合
長
坂
支
店
で
は
、11
月
３
日
の
文
化

の
日
、秋
晴
れ
の
中
、長
坂
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
山

梨
県
民
信
用
組
合
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
と
交
流
を
図
る
こ
の
大
会
は
、地
域
の
皆
さ
ま

に
支
え
ら
れ
毎
年
開
催
さ
れ
、今
年
で
２６
回
を
数
え
ま
す
。長
坂

支
店
職
員
チ
ー
ム
を
含
め
、９
チ
ー
ム
、約
５０
名
が
参
加
し
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、優
勝
は
、横
針
Y
G
C
チ
ー
ム
、準
優
勝
は
、

日
野
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、地
域
密
着
の
金
融
機
関
と
し
て
、地
元
を
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

【残高照会画面】

【
優
勝
チ
ー
ム
と
支
店
職
員
】

【
熱
戦
の
様
子
】

【入出金明細照会画面】

　山梨県水晶宝飾協同組合では、宝石の記念日「ジュエリーデー」を含む令和3年11月8日～14日までを「やまなし
ジュエリーウィーク」とし、様々なイベントを行いました。地場産業の発展のため、当組合では本店をはじめとした営
業店の女性職員がジュエリーを着用して窓口業務を行い、同イベントを応援しました。

ス
マ
ホ
で

口
座
管
理
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

私たちが
ジュエリーをつけて
お出迎えしました！

電話でお金の話は詐欺ですよ！

振り込め詐欺、強盗犯対応訓練実施

仕事承ります! ※掲載企業に連絡を取りたい場合は、営業
　担当者又は営業店にお申し出ください。

㈱ツルタ
機械製作所

産業用機械設計製造

甲府市青葉町20-27　Tel.055-235-2251

ツルタ機械は、横須賀、豊川海軍工廠監督
指定工場として1930年8月に創業いたしま
した。戦時中は軍艦艤装部品などを製造
し、戦後は粉砕機、ダイヤモンド切断機、研
磨機などを作り海外にも輸出しておりまし
た。高度経済成長期に入り大手企業の機
械化が進み、機械、医療機器、薬品、食品
などの製造装置、ロボットなどを手掛けるよ
うになり、最近ではコロナ関連の医薬品工
場などの設備を設計、コロナ収束を願い社
員一丸となって取り組んでおります。

㈱アイエム
　　製作所

産業用バルブ切削加工

甲府市徳行5-9-8　Tel.055-224-3625

当社は、昭和48年以来、産業用バルブ切
削加工に携わっています。昭和63年には、
ソウルオリンピック聖火台用ガスバルブを
製作、オリンピック会場で機器の調整に携
わった実績があります。異形鋳造/鍛造素
材の切削加工から主として超低温流体及
び高温高圧ガス用バルブの加工を得意と
しております。豊富な経験と蓄積された加
工ノウハウより多品種・小ロットの加工要
求に柔軟に対応致します。

㈱エスワイ
　　　精機

ダイカスト製造  商品開発

笛吹市八代町米倉1234-1　Tel.055-265-3501

当社は、1985年に個人でアルミダイカスト
鋳造事業として創業し、1997年に㈱エス
ワイ精機に組織変更を行いました。創業以
来多種多様な異種アルミ材を使用し、自動
車産業の発展と共に高品質化や生産性の
向上に取り組んでおります。開発部門では、
自動車メーカー指定の金型部品を製造す
るほか、ダイカスト工場向け消耗品の製造、
開発も行っております。ダイカスト部品の見
積り、御相談は弊社にお任せください。

㈱高野
　塗装店

特殊セラミック塗装材

甲府市塩部3-1-24　Tel.055-252-5486

当社で扱う特殊セラミック塗装材(ガイナ) 
は、ロケット開発で培われた塗料で遮熱・
防音・防火等の機能を持ちます。太陽光を
約95%反射し遮熱することで断熱、防露、
消臭、透湿、防菌、防護、防汚の効果を発
揮。防音効果もあり壁等を通過する音が
約8～10デシベル低下します。通常の2～3
倍の耐久性を持ちコスト削減にもつながり
ます。SDGs貢献商品としてサステナブル
技術普及プラットフォーム(STePP)に登
録。

㈱ツリー
　　ヘッズ

タイニーハウス設計製造

北杜市大泉町西井出8240-2717
Tel.050-1047-5435

樹上の小屋・ツリーハウスや移動可能なタ
イニーハウスなどを中心に、世界に一つし
かない、その人その場所ならではの空間づ
くりをしています。創業から10年で65カ所
の製作実績。現在は複数のタイニーハウス
で形成される環境共生型コミュニティの開
発を行なっており、定期的なオープンハウ
スを通じて、山梨への移住希望者などに
新しいライフスタイルの提案を行なってい
ます。

㈱石のエキス
パート秀石

大理石でお祝い

富士川町鰍沢66-4　Tel.0556-22-4780

石屋さんの繊細な技術をより身近な商品
へ…。大切なお子様、お孫様が誕生してき
てくれた喜びを、大理石を用いて可愛らし
く表現してご提案しています。小さな手形
足形と愛らしいお写真をセットにし写真立
て風にアレンジ。お部屋のインテリアとして
いつも身近に置きながら成長を見守り続
けます。出産祝い、ご両家ご親族へとお作
りいただくことが多く、プレゼントやお祝い
のお返しとしても喜ばれています。当社の
おすすめの人気商品です。

㈱シンク

日本伝統金工技法の装身具

甲斐市玉川1405-1　Tel.055-276-7007

株式会社シンクは、1980年に山梨県甲斐
市玉川に貴金属の企画、製造卸メーカー
として創業。企画から量産に至るまでほぼ
すべての機能を有し、30年以上に亘り高
品質な商材を日本市場に提供しています。
長年培った企画力、技術力は常に高い評
価を受け、確固たる地位を築いています。
日本の伝統的金工技法である赤銅や緋
銅などの色地金の量産化にも成功し、他
に類を見ない表現で、日本に留まらず諸外
国で高い評価を得ています。

㈱細田

生命・財産を守る安心セキュリティシステム

北杜市白州町白須6807-228　Tel.0551-35-2621

創業して以降様々な分野への社会貢献を目
指しセンサを製造しております。独自のセンシ
ング技術を駆使し「呼吸・体動ワイヤレスシス
テム」を製品化。更には「体圧分布測定センサ
システム」の開発を推進し、高齢化時代に向
けた介護、医療分野への貢献をしております。

取得特許:静電容量重量センサ・静電容量重
量離床センサ・超高感度重量センサおよび超
高感度重量検知システム・静電容量式重量
センサ及びこれを用いた呼吸・体動センサ
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残高を確認のうえ、お取引をされる場合はお
取引ボタンを押して下さい。

入出金明細の詳細を表示する場合は、明細を
選択してください。

入出金明細照会（照会結果）

照会結果

残高照会

当月分の入出金明細照会



笛
吹
の
庄

　全国ご当地調味料ランキング1位に輝いた【にんにくトマ
トラー油】はご飯のお供に最高の逸品。たくさんのメディアで
取り上げられ、有名人気芸能人からも絶賛された話題の人
気商品です。ご飯以外にも、おにぎりの具にしたり、サラダや
豆腐の味付け、パスタや焼きそばのソースとしても相性抜群
の万能調味料です。又、令和3年10月23日にからあげ、焼き
そば専門店【庄苑】もオープンしました。

韓
国
料
理

ジ
ャ
ー
メ

自慢のキムチは、野辺山の専属農家から仕入れた鮮度抜群
の白菜でシャキシャキ、旨味と辛さがマッチしています。ママ
が作る本場韓国の家庭料理を提供する当店では、具だくさ
んのチヂミや具材の旨味が溶け込んだチゲ、とろとろチーズ
が堪らないチーズタッカルビなど60種類以上のメニューが
あり、キムチとともに召し上がれます。テイクアウトにも対応。御
来店をお待ちしております。

昭和町清水新居258-1バロー甲府昭和D棟2F　Tel.055-288-9984

笛吹市石和町八田154-2　　Tel.055-262-1300

清
里
ミ
ル
ク

プ
ラ
ン
ト

「清里ミルクプラント」では清里高原の太陽をいっぱい浴び
た有機栽培の粗飼料を充分に与えた健康な牛から、その日
に搾った新鮮な牛乳だけを使用しています。自然の風味を大
切にした低温殺菌牛乳やソフトクリーム、飲むヨーグルト、こ
だわりのチーズは、さけるチーズ・生カマンベールチーズ・ゴー
ダチーズなどがあります。どの商品も新鮮で安心して召し上
がっていただけます。

井
筒
屋
醤
油
㈱

一杯の味噌汁、一滴の醤油で満たされ、幸せな気持ちになっ
て頂きたい。私共は、「日本の伝統的な食文化を守り、後世に
繋げていく事こそ使命」と肝に銘じております。丹精込めて仕
込み、静かに熟成を重ね、そして蔵から送り出す「井筒屋」の
味噌、醤油…。蔵人の想いも乗せ、自信をもっておすすめい
たします。醤油・味噌・麹の限りない未来に貢献する「井筒屋
醤油」。どうぞよろしくお願い申し上げます。

韮崎市本町2-9-26　　Tel.0551-22-2255

㈱
テ
ン
ヨ
武
田

明治5年の創業時から受け継ぐ味、当社「特選しょうゆ」。うま
味成分である全窒素分は、JAS特級基準値を10%以上も上
回る特選品です。つゆ•かけ用で使っても、煮込んでも素材と
調和し料理を美味しく仕上げます。
中身が空気に触れにくい二重構造の密封ボトルは、200ml
と450mlをラインナップしています。

甲府市幸町9-22　　Tel.055-235-1141

太
冠
酒
造
㈱

明治10年に創業し140年以上の歴史を持ちます。米は、厳選
された「山田錦」。水は、自然豊かな環境により醸し出される
南アルプスの伏流水を使用し、素材に拘った酒造りが特徴で
す。香り豊かで柔らかい味わいは評判が良く、新聞や雑誌に
も取り上げれており品評会では金賞に輝くなどその実力は折
り紙付きです。贈り物にも喜ばれる当店の日本酒をどうぞご賞
味ください。

発酵食品

南アルプス市上宮地57　　Tel.055-282-1116高根町清里3545-265　　Tel.0551-48-2512

「
第
15
回

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

サ
ケ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

銅
賞
受
賞

純
米
大
吟
醸

甲
州
利
右
衛
門

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　平
素
よ
り
、私
ど
も
山
梨
県
民
信
用
組
合
に
対
し
ま
し
て
、格

別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　2
年
近
く
に
わ
た
り
、変
異
を
繰
り
返
し
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
ウ
イ
ル
ス
の
勢
い
が
止
ま
り
、県
内
で
は
11
月
に
新
規
感
染
者
数

ゼ
ロ
の
日
の
期
間
記
録
を
更
新
し
、全
国
で
も
新
規
感
染
者
数
が

み
る
み
る
減
少
し
て
、高
速
道
路
の
休
日
割
引
制
度
の
再
開
を
後

押
し
に
、堰
を
切
っ
た
よ
う
に
、強
い
ら
れ
た
自
粛
生
活
に
倦
ん
だ

人
々
の
移
動
が
始
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
な
ん
と
か
な
っ

た
と
い
う
収
束
ム
ー
ド
が
高
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
決
し
て

油
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と

は
、ま
だ「
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
」と
い
う
の
が
実
情
で
す
。「
何

故
、突
然
発
生
し
た
の
か
。」そ
し
て「
何
故
、急
激
に
新
規
感
染
症

患
者
が
い
な
く
な
っ
た
の
か
。」な
ど
明
確
な
答
は
得
て
い
ま
せ
ん
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
、も
と
も
と「
掴
み
ど
こ
ろ

の
な
い
相
手
」「
よ
く
わ
か
ら
な
い
モ
ノ
」と
の
戦
い
だ
と
思
い
ま

す
。社
会
に
は
、よ
く
わ
か
ら
な
い
存
在
を
相
手
に
常
に
戦
い
、勝

ち
を
収
め
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。「
ディ
ー
ラ
ー
」と
呼
ば
れ
る
人

た
ち
は
、全
く
予
測
が
で
き
な
い
動
き
を
す
る「
マ
ー
ケ
ッ
ト（
市

場
、相
場
）」を
相
手
に
戦
い
、「
株
式
」「
債
権
」「
外
国
為
替
」等
の

売
買
に
よ
り「
利
益
」を
稼
ぎ
出
し
て
い
ま
す
。彼
ら
の
言
う
に
は

相
場
は
良
く
て
3
勝
7
敗
の
世
界
で
、そ
れ
で
も
利
益
を
稼
げ
る

の
は
、負
け
を
小
さ
く
し
て
、勝
ち
を
大
き
く
す
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
撤
退
し
、行
け
る
と
き
は
と
こ

と
ん
攻
め
て
利
益
を
最
大
限
に
追
求
す
る
こ
と
、こ
れ
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
、掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
相
手
と
戦
う
時
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ

そ
う
で
す
。

　今
年
も
、掴
み
ど
こ
ろ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
の
戦
い
は
続
き
、こ
う

し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で

事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、身
を
縮
め
た
り
、新
た
な

事
業
展
開
を
模
索
し
た
り
と
様
々
な
取
組
み
を
行
わ
れ
た
か
と

思
い
ま
す
。当
組
合
で
は
、コ
ロ
ナ
が
勢
い
を
増
し
た
と
き
は
資
金

繰
り
を
支
援
し
、長
引
い
た
と
き
は
、本
業
支
援
や
経
営
改
善
の

支
援
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
行
方
は
不
確
か
で
す
が
、確
か
な
こ
と
は
、私
ど
も
山
梨
県
民

信
用
組
合
は
、いつ
も
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
応
援
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

　今
年
も
、「
足
で
稼
ぐ
営
業
ス
タ
イ
ル
」を
貫
き
、「
相
互
扶
助
」

「
共
存
共
栄
」「
報
徳
精
神
」を
決
し
て
失
わ
ず
、信
用
組
合
な
ら

で
は
の
き
め
細
や
か
な
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

組
合
員
の
皆
様
方
に
提
供
し
続

け
、よ
り一
層
業
務
に
邁
進
し
て
参

り
ま
す
。

　本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　古
く
か
ら
日
本
の
食
文
化
と
結
び
つ
き
が
深
い
発

酵
食
品
が
人
気
で
す
。発
酵
に
よ
り
う
ま
味
が
増
し
、

保
存
性
が
高
ま
る
こ
と
で
重
宝
さ
れ
て
き
た
発
酵
食

品
で
す
が
、免
疫
力
が
高
ま
る
な
ど
体
に
よ
い
効
果

あ
る
こ
と
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　発
酵
は
、微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
人
間
に
と
っ
て

有
益
に
な
る
こ
と（
有
害
に
な
る
こ
と
を
腐
敗
と
い
い

ま
す
。）で
、発
酵
食
品
に
は
、味
噌
、醤
油
、ぬ
か
漬

け
、納
豆
、鰹
節
、キ
ム
チ
、生
ハ
ム
、チ
ー
ズ
、ヨ
ー
グ

ル
ト
、日
本
酒
、ワ
イ
ン
な
ど
が
あ
り
、こ
れ
ら
の
発
酵

食
品
は
、細
菌
、酵
母
、カ
ビ
の
３
種
類
の
微
生
物
の
単

独
又
は
複
数
の
働
き
に
よ
り
作
ら
れ
て
い
て
、中
で
も

味
噌
は
、麹
菌（
カ
ビ
）、酵
母
、乳
酸
菌
の
３
種
類
す
べ

て
の
菌
が
働
い
た
発
酵
食
品
で
す
。

　細
菌
に
は
、ヨ
ー
グ
ル
ト
や
キ
ム
チ
を
作
る「
乳
酸

菌
」、納
豆
を
つ
く
る「
納
豆
菌
」、食
酢
を
作
る「
酢
酸

菌
」な
ど
が
あ
り
、乳
酸
菌
は
、糖
を
養
分
に
乳
酸
を

生
み
出
し
、乳
酸
が
酸
性
の
環
境
を
作
り
雑
菌
の
繁

殖
を
防
い
で
食
品
の
保
存
性
を
高
め
、納
豆
菌
は
、た

ん
ぱ
く
質
を
分
解
し
、ネ
バ
ネ
バ
し
た
旨
み
成
分
の
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
に
変
え
ま
す
。

　ま
た
、酵
母
は
、糖
を
分
解
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
と
二

酸
化
炭
素
を
生
み
出
し
ま
す
。ワ
イ
ン
は
酵
母
の
働

き
に
よ
り
ブ
ド
ウ
の
糖
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
が
作
ら
れ
、

日
本
酒
は
、コ
メ
を
麹
菌
で
麹（
糀)

に
し
て
か
ら
酵
母

で
ア
ル
コ
ー
ル
が
作
り
だ
さ
れ
ま
す
。ま
た
、パ
ン
は
、

酵
母（
イ
ー
ス
ト
菌
）に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
二
酸
化

炭
素
に
よ
っ
て
膨
ら
み
ま
す
。

カ
ビ
は
、有
毒
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、発
酵
食
品

に
利
用
さ
れ
る
カ
ビ
は
、酵
素
を
作
り
出
し
、そ
の
酵

素
が
で
ん
ぷ
ん
を
糖
に
変
え
た
り
、タ
ン
パ
ク
質
を
ア

ミ
ノ
酸
に
分
解
し
た
り
、脂
肪
分
を
脂
肪
酸
に
変
え

た
り
し
ま
す
。
　

　こ
う
し
た
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
で
き
た
発
酵
食

品
は
様
々
な
効
能
が
あ
り
、味
噌
や
醤
油
に
含
ま
れ

る
乳
酸
菌
は
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
、酢
酸
菌
は
、コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
や
中
性
脂
肪
値
の
上
昇
を
抑
え
、納
豆

菌
や
乳
酸
菌
は
、腸
内
環
境
を
整
え
る
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　美
味
し
く
て
体
に
良
い
発
酵
食
品
を
召
し
あ
が
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
け
ん
み
ん
信
組
経
営
者
ク
ラ
ブ
」令
和
３

年
度
第
３
回
経
営
塾
が
開
催
さ
れ
、㈱
ノ
ウ
ハ

ウ
バ
ン
ク
三
科
公
孝
代
表
の「
〜
無
理
な
く
実

践
で
き
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）〜
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
※
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ン
ー
シ
ョ
ン
は

「
変
化
」で
、英
語
で
は
、t
r
a
n
s
を
Ｘ
と

省
略
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
Ｉ
Ｔ
化
と
Ｄ
Ｘ
と
の
違
い
は
、Ｄ
Ｘ
は
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、仕

事
の
仕
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。三
科
先
生
は
、Ｄ
Ｘ
の
成
功

例
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、前
年
度
比
１
３

０
％
を
超
え
る
売
り
上
げ
を
あ
げ
て
い
る
工

務
店
の
例
を
あ
げ
て
い
ま
す
。工
務
店
は

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
展
示
場
を
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
し
、

ネ
ッ
ト
で
の
集
客
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、家
を
建
て
る
時
、ネ
ッ
ト
で
事
前

の
調
査
を
行
い
、そ
れ
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

資
料
請
求
や
リ
ア
ル
の
展
示
場
に
足
を
運
ん

で
調
べ
る
、さ
ら
に
そ
の
結
果
を
見
て
、ネ
ッ
ト

で
確
認
し
て
い
る
。ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
は

対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、こ
れ
を
組
み
合
わ

せ
、よ
り
多
く
の
接
触
を
得
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、３
回
固
定
の

法
則
と
い
う
も
の
が
あ
り
、３
回
接
触
す
る
こ

と
に
よ
り
固
定
客
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

事
前
の
情
報
は
ネ
ッ
ト
で
と
る
時
代
で
あ
る
こ

と
か
ら
、工
務
店
は
、施
工
例
や
高
品
質
で
あ

る
こ
と
、ス
タ
ッ
フ
の
情
報
等
を
徹
底
的
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、自
社
の
顧
客
と
の
接
点
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。顧
客
と
の

接
点
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
は
、働
き
方
改

革
に
適
し
て
人
の
配
置
が
不
要
で
あ
る
、接
触

頻
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
、い
つ
で
も
、ど
こ
で

も
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。お
客
様
の
購
買
行
動
の

「
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
モ
デ
ル
」は
、①
Ａ（
ア
テ
ン
シ
ョ

ン
、認
知
）　
②
Ｉ（
イ
ン
タ
レ
ス
ト
、興
味
）　

③
Ｓ（
サ
ー
チ
、検
索
）　
④
Ａ（
ア
ク
シ
ョ
ン
、

行
動
）　
⑤
Ｓ（
シ
エ
ア
、共
有
）で
表
さ
れ
、④

Ａ
の
行
動
段
階
＝
購
入
ま
で
の
①
〜
③
は
、

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
進
ん

で
い
て
、⑤
Ｓ
の
口
コ
ミ
が
ス
マ
ホ
で
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
徹
底

的
に
活
用
し
て
お
客
様
と
会
う
前
の
プ
ロ
セ
ス

①
〜
③
を
磨
き
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、劇
的
に
変
化
し
た
ク
ラ
ウ
ド
、ス

マ
ホ
、チ
ャッ
ト
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

有
効
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

無
理
な
く
実
践
で
き
る
Ｄ
Ｘ
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フォ
ー
メ
ー
ション

　信用組合は、協同組織金融機関です。地域の方 が々資金（出
資金）を出し合い、組合員の『相互扶助』を行うことを目的とし
た金融機関です。この相互扶助の精神を基に戦後、多くの信
用組合が設立され、現在、『山梨県民信用組合』がその多くを
引き継ぎ、皆さまに支えられ営業を行っております。
　現在、当組合では、組合員への融資はもとより、事業者の皆
さまの本業支援に力を入れております。また、SDGｓ宣言を行
い、積極的な社会貢献活動と地域の活性化に取り組んでいま
す。
　こうした活動をさらに推し進めていくためには、原動力とな
る出資金が不可欠です。ぜひ、地域の発展に向け、組合員への
加入をお願いいたします。

◆ 組合員の脱退について ◆
　脱退する場合は、事業年度末の６か月前（９月末日）までに、脱退を申
し出ることにより、総代会終了後（６月末頃）に出資金が払い戻されます。
ただし、融資をご利用されている間は、組合員であることが必要です。
※出資金は、預金保険の対象外であり、保証されているものではありま
せん。

●出資金
　1口千円  から
　（加入申込口数の上限はございません。）

●組合員（出資者）の特典
　•組合員限定の優遇金利定期預金の対象となります。
　•振込手数料の優遇を受けることができます。

【画像提供：山梨県林業振興課】

地域で活きる皆さまの出資金

【プリザーブドフラワーガラスドーム】

【20年程前に作成したバラ】

【ニオイザクラのコサージュ】

【三科先生の講演の様子】

　
花
科
学
合
同
会
社（
小
林
勇
輝
社
長
）は
、生
花
か
ら
作
る

枯
れ
な
い
魔
法
の
お
花「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」を
作
成

す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
フ
ラ
ワ
ー
加
工
溶
液
の
開
発
・
販
売
を
は

じ
め
、フ
ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業（
日
本
で
初
め
て
の
認
定
資

格
制
度
・
通
信
講
座
）や
フ
ラ
ワ
ー
関
連
B
2
B
事
業
、ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
製
品
開

発
・
販
売
事
業
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、地
元
山
梨
の
県
産
の
花
の
P
R
事
業
と
し
て
、

純
山
梨
県
産
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
山

梨
県
総
合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、山
梨
J
A
農
業
協
同
組
合
、

各
花
の
研
究
会
と
協
力
し
て
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
製
品

の
開
発
と
提
供
や
、生
産
量
・
出
荷
量
日
本
一で
あ
る
山
梨
県

産「
富
士
の
に
お
い
ざ
く
ら
」を
使
用
し
た
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
お
祝
い
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
県
内
の
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
の
卒
業
式
に
提
供
し
て
い
ま
す
。（
※
第
一

弾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
サ
ク
ラ
咲
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
て
）

　
ま
た
、同
社
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ス
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、業
界
初
と
な
る
廃
棄
花
か

ら
高
品
質
の
国
産
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
作
成
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。生
花
の
廃
棄
の
際
に
は
、焼

却
処
理
を
行
う
た
め
、こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ス
が
減
少
す
る
こ
と

に
よ
り
C
O
2
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、人
に
も
環
境
に
も
優

し
い
モ
ノ
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
花
科
学
合
同
会
社
で
は
、今
後
も
同
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る「
一
輪
の
花
か
ら
世
界
を
笑
顔
に
」で
き
る
よ
う
な
優
し
い
お

花
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　【
こ
の
人
ほ
ど
人
生
の
辛

酸
を
な
め
た
人
は
い
ま
い
】と

思
わ
れ
て
い
る
一
人
に
、二
宮

尊
徳（
幼
名
:金
次
郎
）が
い

ま
す
。天
明
７（
１
７
８
７
）年
、

相
模
国
栢
山
村（
現
:神
奈
川

県
小
田
原
市
）に
、中
農
の
子

と
し
て
金
次
郎
は
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
平
穏
な
暮
ら
し
が
一
変
し

た
の
は
、金
次
郎
が
ま
だ
４
歳

の
時
で
し
た
。関
東
一
円
を

襲
っ
た
大
嵐
で
酒
匂
川
が
氾

濫
し
、父
が
所
有
す
る
田
畑
は

荒
地
と
化
し
、一
家
は
貧
窮
の

ど
ん
底
に
落
ち
て
行
っ
た
の

で
す
。そ
し
て
、災
難
は
さ
ら

に
続
き
ま
し
た
。そ
の
荒
地
の

開
墾
で
の
無
理
が
た
た
り
、父

が
４７
歳
の
若
さ
で
突
然
、他
界

し
た
の
で
す
。金
次
郎
、
１３
歳

の
時
で
し
た
。そ
れ
か
ら
２
年

後
、父
の
後
を
追
う
よ
う
に
、

今
度
は
母
も
急
逝
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。母
も
、ま
だ

３５
歳
と
い
う
早
す
ぎ
る
死
で

し
た
。

　
母
の
死
後
、弟
二
人
は
母

の
実
家
へ
、金
次
郎
自
身
は
、

父
方
の
伯
父
の
家
へ
と
、一
家

は
離
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。金
次
郎
は
、伯
父
の
家

の
野
良
仕
事
で
汗
水
を
流

し
、働
き
詰
め
の
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、注
目

さ
れ
る
の
は
、金
次
郎
が
学

ぶ
と
い
う
事
を
決
し
て
止
め

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

柴
刈
り
の
た
め
に
山
へ
の
往

復
の
時
で
さ
え
、『
大
学
』を

手
放
さ
ず
読
み
続
け
た
の
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、「
百
姓
に
学
問

は
要
ら
な
い
」と
考
え
て
い
た

伯
父
は
、勉
学
を
極
度
に
嫌
っ

て
い
た
の
で
す
。そ
れ
で
も
金

次
郎
は
、深
夜
に
夜
着
を
被
っ

て
行
燈
の
灯
を
隠
し
な
が

ら
、本
を
懸
命
に
読
み
続
け

た
の
で
す
。そ
の
努
力
も
空
し

く
、伯
父
に
見
つ
か
り
、「
油

が
も
っ
た
い
な
い
」と
激
し
く

叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。金
次
郎
は
、決
し
て
逆
境

に
負
け
ま
せ
ん
で
し
た
。友
人

か
ら
貰
っ
た
一
握
り
の
菜
種
を

川
土
手
に
蒔
き
、収
穫
し
た

菜
種
を
油
に
変
え
、そ
の
油

で
灯
り
を
点
し
、隠
れ
て
懸

命
に
学
び
続
け
た
の
で
す
。

　
金
次
郎
が
捨
て
ら
れ
た
稲

苗
を
拾
っ
た
の
は
、１６
歳
の
時

で
し
た
。そ
の
稲
苗
を
荒
れ

地
に
植
え
た
の
で
す
。秋
に
な

る
と
、一
俵
の
籾
が
穫
れ
ま
し

た
。翌
年
、一
俵
の
籾
は
五
俵

と
な
り
ま
し
た
。金
次
郎
は
、

「
自
然
の
恵
み
に
、人
間
の
勤

労
を
加
え
る
営
み
を
コ
ツ
コ

ツ
積
み
重
ね
る
と
、大
き
な

成
果
に
な
る
」と
い
う
こ
と

を
、実
体
験
を
通
し
て
学
ん

だ
の
で
す
。こ
こ
か
ら
、「
小
さ

な
努
力
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
あ
る
」と
い
う「
積
小
致
大
」

の
哲
理
を
、貧
窮
と
の
戦
い
か

ら
会
得
し
た
の
で
す
。そ
の
こ

と
が
至
誠
、勤
労
、分
度
、推

譲（
す
い
じ
ょ
う
）と
い
う
実

践
哲
学
に
発
展
し
、金
次
郎

を
多
く
の
農
民
を
救
う
立
派

な
指
導
者
に
成
長
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
行
く
手
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
貧
窮
の
壁
。そ
れ
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
苦
闘
の
中

で
、二
宮
尊
徳
と
い
う
人
格

は
、育
ま
れ
て
行
っ
た
の
で

す
。

　
形
こ
そ
違
え
、誰
の
人
生

に
も
、必
ず
や
、人
生
の
壁
が

立
ち
は
だ
か
る
時
が
や
っ
て

き
ま
す
。た
だ
、壁
が
前
に
立

ち
は
だ
か
っ
た
時
に
、人
が
辿

る
道
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。一
つ
は
、壁
に
敢
然
と

挑
み
、な
ん
と
し
て
も
乗
り

越
え
て
行
こ
う
と
す
る
道
で

す
。も
う
一
つ
は
、壁
に
圧
倒

さ
れ
萎
縮
し
、逃
避
す
る
道

で
す
。壁
に
挑
戦
し
、苦
し

み
、悩
み
、傷
つ
き
、苦
悶
し
、

格
闘
す
る
中
で
、人
は
人
格

を
成
長
さ
せ
て
行
く
の
で
す
。

　「
壁
は
、そ
の
人
の
能
力
を

さ
ら
に
高
め
、魂
を
磨
き
、本

物
の
人
間
に
成
長
さ
せ
る
た

め
に
、天
が
与
え
て
く
れ
た
試

練
で
あ
る
」と
プ
ラ
ス
に
考

え
、壁
か
ら
逃
げ
ず
果
敢
に

挑
戦
し
て
壁
を
乗
り
越
え
て

い
く
・・・
こ
の
先
に
、自
分
が

目
指
す
充
実
し
た
人
生
が
待

ち
受
け
て
い
る
の
で
す
。

※
本
稿
は
、組
合
内
で
発
信

さ
れ
た
も
の
を
転
載
し
て
い

ま
す
。

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

花
科
学
合
同
会
社

山梨県産木材を使おう
　山梨県民信用組合では、一定量の県産
木材を使って事務所、店舗等の事業用建物
を建築する場合には、優遇金利（当組合所
定金利の▲0.3％～▲0.5％）によるご融資
が可能となっています。
　木造の建物は、鉄骨や鉄筋の建物と比べ
法定耐用年数が20年程度と短く、1年あた
りの減価償却費の額が大きくなることか
ら、節税につながります。
　山梨県産木材を使用した建築のご検討
はいかがですか。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

山
梨
県
民
信
用
組
合
　理
事
長 

南 

邦
男

【 二宮尊徳 】
江戸時代の農政家。幼名は金次郎。小学校の校門近くの、薪を
背負って歩きながら本を読んでいる像で知られています。晩年ま
で農村の復興や飢饉救済に尽力し、二宮尊徳が始めた儒学に定
める五つの徳を守るという道徳心を担保にした金融制度である
「五常講」は、信用組合のルーツだと言われています。

【金次郎を描いた小説】

【貢川小の金次郎像】

山梨県民信用組合
顧問 入戸野 敏彦壁を超える

組合員加入のお願い

モッくん
県産材普及トレードキャラクター



笛
吹
の
庄

　全国ご当地調味料ランキング1位に輝いた【にんにくトマ
トラー油】はご飯のお供に最高の逸品。たくさんのメディアで
取り上げられ、有名人気芸能人からも絶賛された話題の人
気商品です。ご飯以外にも、おにぎりの具にしたり、サラダや
豆腐の味付け、パスタや焼きそばのソースとしても相性抜群
の万能調味料です。又、令和3年10月23日にからあげ、焼き
そば専門店【庄苑】もオープンしました。

韓
国
料
理

ジ
ャ
ー
メ

自慢のキムチは、野辺山の専属農家から仕入れた鮮度抜群
の白菜でシャキシャキ、旨味と辛さがマッチしています。ママ
が作る本場韓国の家庭料理を提供する当店では、具だくさ
んのチヂミや具材の旨味が溶け込んだチゲ、とろとろチーズ
が堪らないチーズタッカルビなど60種類以上のメニューが
あり、キムチとともに召し上がれます。テイクアウトにも対応。御
来店をお待ちしております。

昭和町清水新居258-1バロー甲府昭和D棟2F　Tel.055-288-9984

笛吹市石和町八田154-2　　Tel.055-262-1300

清
里
ミ
ル
ク

プ
ラ
ン
ト

「清里ミルクプラント」では清里高原の太陽をいっぱい浴び
た有機栽培の粗飼料を充分に与えた健康な牛から、その日
に搾った新鮮な牛乳だけを使用しています。自然の風味を大
切にした低温殺菌牛乳やソフトクリーム、飲むヨーグルト、こ
だわりのチーズは、さけるチーズ・生カマンベールチーズ・ゴー
ダチーズなどがあります。どの商品も新鮮で安心して召し上
がっていただけます。

井
筒
屋
醤
油
㈱

一杯の味噌汁、一滴の醤油で満たされ、幸せな気持ちになっ
て頂きたい。私共は、「日本の伝統的な食文化を守り、後世に
繋げていく事こそ使命」と肝に銘じております。丹精込めて仕
込み、静かに熟成を重ね、そして蔵から送り出す「井筒屋」の
味噌、醤油…。蔵人の想いも乗せ、自信をもっておすすめい
たします。醤油・味噌・麹の限りない未来に貢献する「井筒屋
醤油」。どうぞよろしくお願い申し上げます。

韮崎市本町2-9-26　　Tel.0551-22-2255

㈱
テ
ン
ヨ
武
田

明治5年の創業時から受け継ぐ味、当社「特選しょうゆ」。うま
味成分である全窒素分は、JAS特級基準値を10%以上も上
回る特選品です。つゆ•かけ用で使っても、煮込んでも素材と
調和し料理を美味しく仕上げます。
中身が空気に触れにくい二重構造の密封ボトルは、200ml
と450mlをラインナップしています。

甲府市幸町9-22　　Tel.055-235-1141

太
冠
酒
造
㈱

明治10年に創業し140年以上の歴史を持ちます。米は、厳選
された「山田錦」。水は、自然豊かな環境により醸し出される
南アルプスの伏流水を使用し、素材に拘った酒造りが特徴で
す。香り豊かで柔らかい味わいは評判が良く、新聞や雑誌に
も取り上げれており品評会では金賞に輝くなどその実力は折
り紙付きです。贈り物にも喜ばれる当店の日本酒をどうぞご賞
味ください。

発酵食品

南アルプス市上宮地57　　Tel.055-282-1116高根町清里3545-265　　Tel.0551-48-2512

「
第
15
回

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・

サ
ケ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

銅
賞
受
賞

純
米
大
吟
醸

甲
州
利
右
衛
門

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　平
素
よ
り
、私
ど
も
山
梨
県
民
信
用
組
合
に
対
し
ま
し
て
、格

別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　2
年
近
く
に
わ
た
り
、変
異
を
繰
り
返
し
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
ウ
イ
ル
ス
の
勢
い
が
止
ま
り
、県
内
で
は
11
月
に
新
規
感
染
者
数

ゼ
ロ
の
日
の
期
間
記
録
を
更
新
し
、全
国
で
も
新
規
感
染
者
数
が

み
る
み
る
減
少
し
て
、高
速
道
路
の
休
日
割
引
制
度
の
再
開
を
後

押
し
に
、堰
を
切
っ
た
よ
う
に
、強
い
ら
れ
た
自
粛
生
活
に
倦
ん
だ

人
々
の
移
動
が
始
ま
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
な
ん
と
か
な
っ

た
と
い
う
収
束
ム
ー
ド
が
高
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
決
し
て

油
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と

は
、ま
だ「
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
」と
い
う
の
が
実
情
で
す
。「
何

故
、突
然
発
生
し
た
の
か
。」そ
し
て「
何
故
、急
激
に
新
規
感
染
症

患
者
が
い
な
く
な
っ
た
の
か
。」な
ど
明
確
な
答
は
得
て
い
ま
せ
ん
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
、も
と
も
と「
掴
み
ど
こ
ろ

の
な
い
相
手
」「
よ
く
わ
か
ら
な
い
モ
ノ
」と
の
戦
い
だ
と
思
い
ま

す
。社
会
に
は
、よ
く
わ
か
ら
な
い
存
在
を
相
手
に
常
に
戦
い
、勝

ち
を
収
め
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。「
ディ
ー
ラ
ー
」と
呼
ば
れ
る
人

た
ち
は
、全
く
予
測
が
で
き
な
い
動
き
を
す
る「
マ
ー
ケ
ッ
ト（
市

場
、相
場
）」を
相
手
に
戦
い
、「
株
式
」「
債
権
」「
外
国
為
替
」等
の

売
買
に
よ
り「
利
益
」を
稼
ぎ
出
し
て
い
ま
す
。彼
ら
の
言
う
に
は

相
場
は
良
く
て
3
勝
7
敗
の
世
界
で
、そ
れ
で
も
利
益
を
稼
げ
る

の
は
、負
け
を
小
さ
く
し
て
、勝
ち
を
大
き
く
す
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。駄
目
だ
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
撤
退
し
、行
け
る
と
き
は
と
こ

と
ん
攻
め
て
利
益
を
最
大
限
に
追
求
す
る
こ
と
、こ
れ
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
、掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
相
手
と
戦
う
時
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ

そ
う
で
す
。

　今
年
も
、掴
み
ど
こ
ろ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
の
戦
い
は
続
き
、こ
う

し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で

事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、身
を
縮
め
た
り
、新
た
な

事
業
展
開
を
模
索
し
た
り
と
様
々
な
取
組
み
を
行
わ
れ
た
か
と

思
い
ま
す
。当
組
合
で
は
、コ
ロ
ナ
が
勢
い
を
増
し
た
と
き
は
資
金

繰
り
を
支
援
し
、長
引
い
た
と
き
は
、本
業
支
援
や
経
営
改
善
の

支
援
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
行
方
は
不
確
か
で
す
が
、確
か
な
こ
と
は
、私
ど
も
山
梨
県
民

信
用
組
合
は
、いつ
も
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
応
援
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

　今
年
も
、「
足
で
稼
ぐ
営
業
ス
タ
イ
ル
」を
貫
き
、「
相
互
扶
助
」

「
共
存
共
栄
」「
報
徳
精
神
」を
決
し
て
失
わ
ず
、信
用
組
合
な
ら

で
は
の
き
め
細
や
か
な
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

組
合
員
の
皆
様
方
に
提
供
し
続

け
、よ
り一
層
業
務
に
邁
進
し
て
参

り
ま
す
。

　本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　古
く
か
ら
日
本
の
食
文
化
と
結
び
つ
き
が
深
い
発

酵
食
品
が
人
気
で
す
。発
酵
に
よ
り
う
ま
味
が
増
し
、

保
存
性
が
高
ま
る
こ
と
で
重
宝
さ
れ
て
き
た
発
酵
食

品
で
す
が
、免
疫
力
が
高
ま
る
な
ど
体
に
よ
い
効
果

あ
る
こ
と
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　発
酵
は
、微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
人
間
に
と
っ
て

有
益
に
な
る
こ
と（
有
害
に
な
る
こ
と
を
腐
敗
と
い
い

ま
す
。）で
、発
酵
食
品
に
は
、味
噌
、醤
油
、ぬ
か
漬

け
、納
豆
、鰹
節
、キ
ム
チ
、生
ハ
ム
、チ
ー
ズ
、ヨ
ー
グ

ル
ト
、日
本
酒
、ワ
イ
ン
な
ど
が
あ
り
、こ
れ
ら
の
発
酵

食
品
は
、細
菌
、酵
母
、カ
ビ
の
３
種
類
の
微
生
物
の
単

独
又
は
複
数
の
働
き
に
よ
り
作
ら
れ
て
い
て
、中
で
も

味
噌
は
、麹
菌（
カ
ビ
）、酵
母
、乳
酸
菌
の
３
種
類
す
べ

て
の
菌
が
働
い
た
発
酵
食
品
で
す
。

　細
菌
に
は
、ヨ
ー
グ
ル
ト
や
キ
ム
チ
を
作
る「
乳
酸

菌
」、納
豆
を
つ
く
る「
納
豆
菌
」、食
酢
を
作
る「
酢
酸

菌
」な
ど
が
あ
り
、乳
酸
菌
は
、糖
を
養
分
に
乳
酸
を

生
み
出
し
、乳
酸
が
酸
性
の
環
境
を
作
り
雑
菌
の
繁

殖
を
防
い
で
食
品
の
保
存
性
を
高
め
、納
豆
菌
は
、た

ん
ぱ
く
質
を
分
解
し
、ネ
バ
ネ
バ
し
た
旨
み
成
分
の
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
に
変
え
ま
す
。

　ま
た
、酵
母
は
、糖
を
分
解
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
と
二

酸
化
炭
素
を
生
み
出
し
ま
す
。ワ
イ
ン
は
酵
母
の
働

き
に
よ
り
ブ
ド
ウ
の
糖
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
が
作
ら
れ
、

日
本
酒
は
、コ
メ
を
麹
菌
で
麹（
糀)

に
し
て
か
ら
酵
母

で
ア
ル
コ
ー
ル
が
作
り
だ
さ
れ
ま
す
。ま
た
、パ
ン
は
、

酵
母（
イ
ー
ス
ト
菌
）に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
二
酸
化

炭
素
に
よ
っ
て
膨
ら
み
ま
す
。

カ
ビ
は
、有
毒
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、発
酵
食
品

に
利
用
さ
れ
る
カ
ビ
は
、酵
素
を
作
り
出
し
、そ
の
酵

素
が
で
ん
ぷ
ん
を
糖
に
変
え
た
り
、タ
ン
パ
ク
質
を
ア

ミ
ノ
酸
に
分
解
し
た
り
、脂
肪
分
を
脂
肪
酸
に
変
え

た
り
し
ま
す
。
　

　こ
う
し
た
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
で
き
た
発
酵
食

品
は
様
々
な
効
能
が
あ
り
、味
噌
や
醤
油
に
含
ま
れ

る
乳
酸
菌
は
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
、酢
酸
菌
は
、コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
や
中
性
脂
肪
値
の
上
昇
を
抑
え
、納
豆

菌
や
乳
酸
菌
は
、腸
内
環
境
を
整
え
る
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　美
味
し
く
て
体
に
良
い
発
酵
食
品
を
召
し
あ
が
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
け
ん
み
ん
信
組
経
営
者
ク
ラ
ブ
」令
和
３

年
度
第
３
回
経
営
塾
が
開
催
さ
れ
、㈱
ノ
ウ
ハ

ウ
バ
ン
ク
三
科
公
孝
代
表
の「
〜
無
理
な
く
実

践
で
き
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）〜
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
※
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ン
ー
シ
ョ
ン
は

「
変
化
」で
、英
語
で
は
、t
r
a
n
s
を
Ｘ
と

省
略
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
Ｉ
Ｔ
化
と
Ｄ
Ｘ
と
の
違
い
は
、Ｄ
Ｘ
は
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、仕

事
の
仕
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。三
科
先
生
は
、Ｄ
Ｘ
の
成
功

例
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、前
年
度
比
１
３

０
％
を
超
え
る
売
り
上
げ
を
あ
げ
て
い
る
工

務
店
の
例
を
あ
げ
て
い
ま
す
。工
務
店
は

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
展
示
場
を
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
し
、

ネ
ッ
ト
で
の
集
客
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、家
を
建
て
る
時
、ネ
ッ
ト
で
事
前

の
調
査
を
行
い
、そ
れ
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

資
料
請
求
や
リ
ア
ル
の
展
示
場
に
足
を
運
ん

で
調
べ
る
、さ
ら
に
そ
の
結
果
を
見
て
、ネ
ッ
ト

で
確
認
し
て
い
る
。ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
は

対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、こ
れ
を
組
み
合
わ

せ
、よ
り
多
く
の
接
触
を
得
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、３
回
固
定
の

法
則
と
い
う
も
の
が
あ
り
、３
回
接
触
す
る
こ

と
に
よ
り
固
定
客
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

事
前
の
情
報
は
ネ
ッ
ト
で
と
る
時
代
で
あ
る
こ

と
か
ら
、工
務
店
は
、施
工
例
や
高
品
質
で
あ

る
こ
と
、ス
タ
ッ
フ
の
情
報
等
を
徹
底
的
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、自
社
の
顧
客
と
の
接
点
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。顧
客
と
の

接
点
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
は
、働
き
方
改

革
に
適
し
て
人
の
配
置
が
不
要
で
あ
る
、接
触

頻
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
、い
つ
で
も
、ど
こ
で

も
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。お
客
様
の
購
買
行
動
の

「
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
モ
デ
ル
」は
、①
Ａ（
ア
テ
ン
シ
ョ

ン
、認
知
）　
②
Ｉ（
イ
ン
タ
レ
ス
ト
、興
味
）　

③
Ｓ（
サ
ー
チ
、検
索
）　
④
Ａ（
ア
ク
シ
ョ
ン
、

行
動
）　
⑤
Ｓ（
シ
エ
ア
、共
有
）で
表
さ
れ
、④

Ａ
の
行
動
段
階
＝
購
入
ま
で
の
①
〜
③
は
、

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
進
ん

で
い
て
、⑤
Ｓ
の
口
コ
ミ
が
ス
マ
ホ
で
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
徹
底

的
に
活
用
し
て
お
客
様
と
会
う
前
の
プ
ロ
セ
ス

①
〜
③
を
磨
き
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
、劇
的
に
変
化
し
た
ク
ラ
ウ
ド
、ス

マ
ホ
、チ
ャッ
ト
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

有
効
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

無
理
な
く
実
践
で
き
る
Ｄ
Ｘ
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フォ
ー
メ
ー
ション

　信用組合は、協同組織金融機関です。地域の方 が々資金（出
資金）を出し合い、組合員の『相互扶助』を行うことを目的とし
た金融機関です。この相互扶助の精神を基に戦後、多くの信
用組合が設立され、現在、『山梨県民信用組合』がその多くを
引き継ぎ、皆さまに支えられ営業を行っております。
　現在、当組合では、組合員への融資はもとより、事業者の皆
さまの本業支援に力を入れております。また、SDGｓ宣言を行
い、積極的な社会貢献活動と地域の活性化に取り組んでいま
す。
　こうした活動をさらに推し進めていくためには、原動力とな
る出資金が不可欠です。ぜひ、地域の発展に向け、組合員への
加入をお願いいたします。

◆ 組合員の脱退について ◆
　脱退する場合は、事業年度末の６か月前（９月末日）までに、脱退を申
し出ることにより、総代会終了後（６月末頃）に出資金が払い戻されます。
ただし、融資をご利用されている間は、組合員であることが必要です。
※出資金は、預金保険の対象外であり、保証されているものではありま
せん。

●出資金
　1口千円  から
　（加入申込口数の上限はございません。）

●組合員（出資者）の特典
　•組合員限定の優遇金利定期預金の対象となります。
　•振込手数料の優遇を受けることができます。

【画像提供：山梨県林業振興課】

地域で活きる皆さまの出資金

【プリザーブドフラワーガラスドーム】

【20年程前に作成したバラ】

【ニオイザクラのコサージュ】

【三科先生の講演の様子】

　
花
科
学
合
同
会
社（
小
林
勇
輝
社
長
）は
、生
花
か
ら
作
る

枯
れ
な
い
魔
法
の
お
花「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」を
作
成

す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
フ
ラ
ワ
ー
加
工
溶
液
の
開
発
・
販
売
を
は

じ
め
、フ
ラ
ワ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業（
日
本
で
初
め
て
の
認
定
資

格
制
度
・
通
信
講
座
）や
フ
ラ
ワ
ー
関
連
B
2
B
事
業
、ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
製
品
開

発
・
販
売
事
業
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、地
元
山
梨
の
県
産
の
花
の
P
R
事
業
と
し
て
、

純
山
梨
県
産
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
山

梨
県
総
合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、山
梨
J
A
農
業
協
同
組
合
、

各
花
の
研
究
会
と
協
力
し
て
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
製
品

の
開
発
と
提
供
や
、生
産
量
・
出
荷
量
日
本
一で
あ
る
山
梨
県

産「
富
士
の
に
お
い
ざ
く
ら
」を
使
用
し
た
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
お
祝
い
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
県
内
の
小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
の
卒
業
式
に
提
供
し
て
い
ま
す
。（
※
第
一

弾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
サ
ク
ラ
咲
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
て
）

　
ま
た
、同
社
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ス
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、業
界
初
と
な
る
廃
棄
花
か

ら
高
品
質
の
国
産
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
作
成
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。生
花
の
廃
棄
の
際
に
は
、焼

却
処
理
を
行
う
た
め
、こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ス
が
減
少
す
る
こ
と

に
よ
り
C
O
2
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、人
に
も
環
境
に
も
優

し
い
モ
ノ
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
花
科
学
合
同
会
社
で
は
、今
後
も
同
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る「
一
輪
の
花
か
ら
世
界
を
笑
顔
に
」で
き
る
よ
う
な
優
し
い
お

花
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　【
こ
の
人
ほ
ど
人
生
の
辛

酸
を
な
め
た
人
は
い
ま
い
】と

思
わ
れ
て
い
る
一
人
に
、二
宮

尊
徳（
幼
名
:金
次
郎
）が
い

ま
す
。天
明
７（
１
７
８
７
）年
、

相
模
国
栢
山
村（
現
:神
奈
川

県
小
田
原
市
）に
、中
農
の
子

と
し
て
金
次
郎
は
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
平
穏
な
暮
ら
し
が
一
変
し

た
の
は
、金
次
郎
が
ま
だ
４
歳

の
時
で
し
た
。関
東
一
円
を

襲
っ
た
大
嵐
で
酒
匂
川
が
氾

濫
し
、父
が
所
有
す
る
田
畑
は

荒
地
と
化
し
、一
家
は
貧
窮
の

ど
ん
底
に
落
ち
て
行
っ
た
の

で
す
。そ
し
て
、災
難
は
さ
ら

に
続
き
ま
し
た
。そ
の
荒
地
の

開
墾
で
の
無
理
が
た
た
り
、父

が
４７
歳
の
若
さ
で
突
然
、他
界

し
た
の
で
す
。金
次
郎
、
１３
歳

の
時
で
し
た
。そ
れ
か
ら
２
年

後
、父
の
後
を
追
う
よ
う
に
、

今
度
は
母
も
急
逝
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。母
も
、ま
だ

３５
歳
と
い
う
早
す
ぎ
る
死
で

し
た
。

　
母
の
死
後
、弟
二
人
は
母

の
実
家
へ
、金
次
郎
自
身
は
、

父
方
の
伯
父
の
家
へ
と
、一
家

は
離
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。金
次
郎
は
、伯
父
の
家

の
野
良
仕
事
で
汗
水
を
流

し
、働
き
詰
め
の
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、注
目

さ
れ
る
の
は
、金
次
郎
が
学

ぶ
と
い
う
事
を
決
し
て
止
め

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

柴
刈
り
の
た
め
に
山
へ
の
往

復
の
時
で
さ
え
、『
大
学
』を

手
放
さ
ず
読
み
続
け
た
の
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、「
百
姓
に
学
問

は
要
ら
な
い
」と
考
え
て
い
た

伯
父
は
、勉
学
を
極
度
に
嫌
っ

て
い
た
の
で
す
。そ
れ
で
も
金

次
郎
は
、深
夜
に
夜
着
を
被
っ

て
行
燈
の
灯
を
隠
し
な
が

ら
、本
を
懸
命
に
読
み
続
け

た
の
で
す
。そ
の
努
力
も
空
し

く
、伯
父
に
見
つ
か
り
、「
油

が
も
っ
た
い
な
い
」と
激
し
く

叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。金
次
郎
は
、決
し
て
逆
境

に
負
け
ま
せ
ん
で
し
た
。友
人

か
ら
貰
っ
た
一
握
り
の
菜
種
を

川
土
手
に
蒔
き
、収
穫
し
た

菜
種
を
油
に
変
え
、そ
の
油

で
灯
り
を
点
し
、隠
れ
て
懸

命
に
学
び
続
け
た
の
で
す
。

　
金
次
郎
が
捨
て
ら
れ
た
稲

苗
を
拾
っ
た
の
は
、１６
歳
の
時

で
し
た
。そ
の
稲
苗
を
荒
れ

地
に
植
え
た
の
で
す
。秋
に
な

る
と
、一
俵
の
籾
が
穫
れ
ま
し

た
。翌
年
、一
俵
の
籾
は
五
俵

と
な
り
ま
し
た
。金
次
郎
は
、

「
自
然
の
恵
み
に
、人
間
の
勤

労
を
加
え
る
営
み
を
コ
ツ
コ

ツ
積
み
重
ね
る
と
、大
き
な

成
果
に
な
る
」と
い
う
こ
と

を
、実
体
験
を
通
し
て
学
ん

だ
の
で
す
。こ
こ
か
ら
、「
小
さ

な
努
力
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
あ
る
」と
い
う「
積
小
致
大
」

の
哲
理
を
、貧
窮
と
の
戦
い
か

ら
会
得
し
た
の
で
す
。そ
の
こ

と
が
至
誠
、勤
労
、分
度
、推

譲（
す
い
じ
ょ
う
）と
い
う
実

践
哲
学
に
発
展
し
、金
次
郎

を
多
く
の
農
民
を
救
う
立
派

な
指
導
者
に
成
長
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
行
く
手
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
貧
窮
の
壁
。そ
れ
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
苦
闘
の
中

で
、二
宮
尊
徳
と
い
う
人
格

は
、育
ま
れ
て
行
っ
た
の
で

す
。

　
形
こ
そ
違
え
、誰
の
人
生

に
も
、必
ず
や
、人
生
の
壁
が

立
ち
は
だ
か
る
時
が
や
っ
て

き
ま
す
。た
だ
、壁
が
前
に
立

ち
は
だ
か
っ
た
時
に
、人
が
辿

る
道
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。一
つ
は
、壁
に
敢
然
と

挑
み
、な
ん
と
し
て
も
乗
り

越
え
て
行
こ
う
と
す
る
道
で

す
。も
う
一
つ
は
、壁
に
圧
倒

さ
れ
萎
縮
し
、逃
避
す
る
道

で
す
。壁
に
挑
戦
し
、苦
し

み
、悩
み
、傷
つ
き
、苦
悶
し
、

格
闘
す
る
中
で
、人
は
人
格

を
成
長
さ
せ
て
行
く
の
で
す
。

　「
壁
は
、そ
の
人
の
能
力
を

さ
ら
に
高
め
、魂
を
磨
き
、本

物
の
人
間
に
成
長
さ
せ
る
た

め
に
、天
が
与
え
て
く
れ
た
試

練
で
あ
る
」と
プ
ラ
ス
に
考

え
、壁
か
ら
逃
げ
ず
果
敢
に

挑
戦
し
て
壁
を
乗
り
越
え
て

い
く
・・・
こ
の
先
に
、自
分
が

目
指
す
充
実
し
た
人
生
が
待

ち
受
け
て
い
る
の
で
す
。

※
本
稿
は
、組
合
内
で
発
信

さ
れ
た
も
の
を
転
載
し
て
い

ま
す
。

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

花
科
学
合
同
会
社

山梨県産木材を使おう
　山梨県民信用組合では、一定量の県産
木材を使って事務所、店舗等の事業用建物
を建築する場合には、優遇金利（当組合所
定金利の▲0.3％～▲0.5％）によるご融資
が可能となっています。
　木造の建物は、鉄骨や鉄筋の建物と比べ
法定耐用年数が20年程度と短く、1年あた
りの減価償却費の額が大きくなることか
ら、節税につながります。
　山梨県産木材を使用した建築のご検討
はいかがですか。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

山
梨
県
民
信
用
組
合
　理
事
長 

南 

邦
男

【 二宮尊徳 】
江戸時代の農政家。幼名は金次郎。小学校の校門近くの、薪を
背負って歩きながら本を読んでいる像で知られています。晩年ま
で農村の復興や飢饉救済に尽力し、二宮尊徳が始めた儒学に定
める五つの徳を守るという道徳心を担保にした金融制度である
「五常講」は、信用組合のルーツだと言われています。

【金次郎を描いた小説】

【貢川小の金次郎像】

山梨県民信用組合
顧問 入戸野 敏彦壁を超える

組合員加入のお願い

モッくん
県産材普及トレードキャラクター



　営業時間終了後、当組合敷島支店のATMコーナーから、「金融機関は？」や「口座番
号は？」などという話声が聞こえてきて、店内にいた職員が、モニター越しに状況を確認
すると、携帯電話で話しながらＡＴＭを操作している高齢の女性が映っていました。電話
詐欺被害を疑った敷島支店の仲山斉専門幹と山田顕治副調査役は連携し、躊躇する
ことなく携帯電話で話中の女性に声をかけると、切羽詰まった様子で「振り込みをするよ
う電話で言われているがどうしたらいいのかわからない」とのことでした。電話詐欺かも
しれないから警察を呼ぶので、電話をつないだまま振り込みを待つように説得し、警察に
通報しました。相手からの電話は切れてしまいましたが、女性に確認すると、携帯電話に
支払い遅延の督促メールがあり、支払いをしていないと思い込み、添付してあった電話
番号に連絡したところ、午後5時までに499,000円を振り込むように指示され、ATMまで
来たとのことでした。到着した警察官からも事情を聞かれましたが、まぎれもなく振り込め
詐欺で、ご本人も納得されました。ご自分が詐欺にあうとは思いもよらなかったと話してい
ましたが、振込詐欺事件はあとを絶ちません。寸前で詐欺被害を防止した仲山専門幹、
山田副調査役は、お客様が詐欺被害にあ
わずによかった。今後も職員みんなで注意
して、詐欺被害が発生しないよう取り組ん
でいかなければいけないと語っています。
　今回の電話詐欺を未然防止したことに
ついて、甲斐警察署長から仲山専門幹、山
田副調査役及び敷島支店に感謝状が贈
呈され、併せて「未然防止店」の垂れ幕が
贈呈されました。

ダマされないで

〒400-0032 甲府市中央1丁目18-6
℡ 055-233-4176
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地域とけんみん信組をつなぐ情報誌

山梨県民信用組合は、地域の皆様を応援してまいります。

２０２２ 新年号

当組合は、持続可能な
開発目標（SDGs）を
支援しています。

韮崎支店、御勅使支店で、地元警察署の協
力のもと、振り込め詐欺や強盗犯の対応訓
練が行われました。詐欺被害者や強盗犯に
扮し、迫真の演技をする警察官に職員が冷
静に対応するもので、振り込みを思い留ませ
る会話や強盗犯に対する警察への通報、証
拠の保全、犯人の特徴の伝え方等を訓練し
ました。

本誌の
バックナンバーが
ご覧になれます

ご意見・ご感想を
お聞かせください
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用
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地
域
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皆
様
と
交
流
を
図
る
こ
の
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ま

に
支
え
ら
れ
毎
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今
後
も
、地
域
密
着
の
金
融
機
関
と
し
て
、地
元
を
盛
り
上
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

【残高照会画面】

【
優
勝
チ
ー
ム
と
支
店
職
員
】

【
熱
戦
の
様
子
】

【入出金明細照会画面】

　山梨県水晶宝飾協同組合では、宝石の記念日「ジュエリーデー」を含む令和3年11月8日～14日までを「やまなし
ジュエリーウィーク」とし、様々なイベントを行いました。地場産業の発展のため、当組合では本店をはじめとした営
業店の女性職員がジュエリーを着用して窓口業務を行い、同イベントを応援しました。

ス
マ
ホ
で

口
座
管
理
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

私たちが
ジュエリーをつけて
お出迎えしました！

電話でお金の話は詐欺ですよ！

振り込め詐欺、強盗犯対応訓練実施

仕事承ります! ※掲載企業に連絡を取りたい場合は、営業
　担当者又は営業店にお申し出ください。

㈱ツルタ
機械製作所

産業用機械設計製造

甲府市青葉町20-27　Tel.055-235-2251

ツルタ機械は、横須賀、豊川海軍工廠監督
指定工場として1930年8月に創業いたしま
した。戦時中は軍艦艤装部品などを製造
し、戦後は粉砕機、ダイヤモンド切断機、研
磨機などを作り海外にも輸出しておりまし
た。高度経済成長期に入り大手企業の機
械化が進み、機械、医療機器、薬品、食品
などの製造装置、ロボットなどを手掛けるよ
うになり、最近ではコロナ関連の医薬品工
場などの設備を設計、コロナ収束を願い社
員一丸となって取り組んでおります。

㈱アイエム
　　製作所

産業用バルブ切削加工

甲府市徳行5-9-8　Tel.055-224-3625

当社は、昭和48年以来、産業用バルブ切
削加工に携わっています。昭和63年には、
ソウルオリンピック聖火台用ガスバルブを
製作、オリンピック会場で機器の調整に携
わった実績があります。異形鋳造/鍛造素
材の切削加工から主として超低温流体及
び高温高圧ガス用バルブの加工を得意と
しております。豊富な経験と蓄積された加
工ノウハウより多品種・小ロットの加工要
求に柔軟に対応致します。

㈱エスワイ
　　　精機

ダイカスト製造  商品開発

笛吹市八代町米倉1234-1　Tel.055-265-3501

当社は、1985年に個人でアルミダイカスト
鋳造事業として創業し、1997年に㈱エス
ワイ精機に組織変更を行いました。創業以
来多種多様な異種アルミ材を使用し、自動
車産業の発展と共に高品質化や生産性の
向上に取り組んでおります。開発部門では、
自動車メーカー指定の金型部品を製造す
るほか、ダイカスト工場向け消耗品の製造、
開発も行っております。ダイカスト部品の見
積り、御相談は弊社にお任せください。

㈱高野
　塗装店

特殊セラミック塗装材

甲府市塩部3-1-24　Tel.055-252-5486

当社で扱う特殊セラミック塗装材(ガイナ) 
は、ロケット開発で培われた塗料で遮熱・
防音・防火等の機能を持ちます。太陽光を
約95%反射し遮熱することで断熱、防露、
消臭、透湿、防菌、防護、防汚の効果を発
揮。防音効果もあり壁等を通過する音が
約8～10デシベル低下します。通常の2～3
倍の耐久性を持ちコスト削減にもつながり
ます。SDGs貢献商品としてサステナブル
技術普及プラットフォーム(STePP)に登
録。

㈱ツリー
　　ヘッズ

タイニーハウス設計製造

北杜市大泉町西井出8240-2717
Tel.050-1047-5435

樹上の小屋・ツリーハウスや移動可能なタ
イニーハウスなどを中心に、世界に一つし
かない、その人その場所ならではの空間づ
くりをしています。創業から10年で65カ所
の製作実績。現在は複数のタイニーハウス
で形成される環境共生型コミュニティの開
発を行なっており、定期的なオープンハウ
スを通じて、山梨への移住希望者などに
新しいライフスタイルの提案を行なってい
ます。

㈱石のエキス
パート秀石

大理石でお祝い

富士川町鰍沢66-4　Tel.0556-22-4780

石屋さんの繊細な技術をより身近な商品
へ…。大切なお子様、お孫様が誕生してき
てくれた喜びを、大理石を用いて可愛らし
く表現してご提案しています。小さな手形
足形と愛らしいお写真をセットにし写真立
て風にアレンジ。お部屋のインテリアとして
いつも身近に置きながら成長を見守り続
けます。出産祝い、ご両家ご親族へとお作
りいただくことが多く、プレゼントやお祝い
のお返しとしても喜ばれています。当社の
おすすめの人気商品です。

㈱シンク

日本伝統金工技法の装身具

甲斐市玉川1405-1　Tel.055-276-7007

株式会社シンクは、1980年に山梨県甲斐
市玉川に貴金属の企画、製造卸メーカー
として創業。企画から量産に至るまでほぼ
すべての機能を有し、30年以上に亘り高
品質な商材を日本市場に提供しています。
長年培った企画力、技術力は常に高い評
価を受け、確固たる地位を築いています。
日本の伝統的金工技法である赤銅や緋
銅などの色地金の量産化にも成功し、他
に類を見ない表現で、日本に留まらず諸外
国で高い評価を得ています。

㈱細田

生命・財産を守る安心セキュリティシステム

北杜市白州町白須6807-228　Tel.0551-35-2621

創業して以降様々な分野への社会貢献を目
指しセンサを製造しております。独自のセンシ
ング技術を駆使し「呼吸・体動ワイヤレスシス
テム」を製品化。更には「体圧分布測定センサ
システム」の開発を推進し、高齢化時代に向
けた介護、医療分野への貢献をしております。

取得特許:静電容量重量センサ・静電容量重
量離床センサ・超高感度重量センサおよび超
高感度重量検知システム・静電容量式重量
センサ及びこれを用いた呼吸・体動センサ

けんみん信組掲示板Matching

1234567
1234567

現在の残高
お引出し可能金額
11月07日の残高
10月末日の残高

1234567
現在の残高
お引出し可能金額
11月07日の残高
10月末日の残高

1234567
現在の残高
お引出し可能金額
11月07日の残高
10月末日の残高

1234567
現在の残高
お引出し可能金額
11月07日の残高
10月末日の残高

1234567

現在の残高
お引出し可能金額
11月07日の残高
10月末日の残高

11月02日分
11月02日分
11月02日分
11月05日分
11月08日分

お引出し可能金額

残高を確認のうえ、お取引をされる場合はお
取引ボタンを押して下さい。

入出金明細の詳細を表示する場合は、明細を
選択してください。

入出金明細照会（照会結果）

照会結果

残高照会

当月分の入出金明細照会


